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iba-olute:In°relative,effcctil･CnCSSIwcrccom-
√

putedfolloWirigtheformlllitionpJT'pOSCd I,y

QhsawaandNagasal'va8'(Talilc3and4)･The
resllltsleadtotheconぐlutionthatallcthrinis

cao.or'tiniesastoxiとaspyrethrinsattheLD-
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30二 ァヵィェヵの矧こたいする AIIethrin と Ethythrln の畠賂 比較な らびにこ

れらふたつの連合作用にらいて.殺虫剤の生物試験にかんする由究｡第18払 長沢純

夫 ･井上雄三 ･柴田紗田子 (京都大学化学研究折武居研究室)｡25.0.7受皿

1 緒 ′ 吉

雄者は先鞭 13)にお†､て 'pyrcthrin空肌 合物のひとつ

であるIallylこcinerintallcthrin)を,乳剤の形矧 こ

おいIC使用した場合のアカイ三ヵの矧 こたいする巧力

杏,天然の pyrethrinsに比校実験した結果を報JB'･

した｡本職 こおいではこ? allethrin の飽和された

形である ethy1-cinerin(ethythrin) の琵力を,先

報と同一の方法で alletDrin.のそれに比較し,あわせ

て両者を1:2/0割合に軍用した場合の迎合作用坊式を

放討した結果をのべる｡

本文にはいるにさきだち,終始御恩符なる糾指顎と

御鞭筏をたまわった大面稔持士に控甚の謝意を未する

次筋である｡なおこの研究は文部省科学研究巧の一部

によっておこなったものである｡釦記して謝意を炎し

たい｡ .

ⅠⅠ 実験 材 料

(I)供討取剤｡木宍助にもちいた allcthrin およtf

cthythrinは,ともに当研兜執 こおいて合成Lrl椎2し

たもので,これが合成の過‡封土非上らD)によって別に

しろされている｡ なおこの allethrinおよび clthy-

thrinの cster化にもちいた打食は d,1-Gis-,d,1-

tr.ans-ehrys;Tnthcmummonocarl'oxylic､Acidの況

合物である｡これらの班川に際しては toxicant1,

･kcroscne4･5.および petro-'ase4･5:の匁方にした

がって10%の乳剤とした.前報同様 kerosencは硫敬 IL

勉理,朝点200⊥220oC の問の溜分で,petrobase

は Pennsylvania Refining Company の湖｡t1..で ･

No･1･Grad?A に慌するものである｡なお閃判 色

合の場合は .lllethrjnlと cthithrin'2の刑余に況

合したものを同一の処方によE)'10,00'の乳剤としても

ちいた｡

(2)供試昆虫｡本実験にもちいたアカ̀ィェヵの蛸は

高槻市内の排水静において採集した勧虫を実験室仁も

ちかえって矧 ヒせしめたものである｡ン実験には実験開

始昌朋勺20時間以内に晩化したところの体猫のそろった(

班会な個体をもちい,この20時間以内昼桶化した個路

を採収した後は,全部これを招乗じ,あらたに採集し

たものの実験三において20時間以内に桶化したものだ

けなもちいるよiこころがけた｡最初の供試虫体をと

I)のぞいてから,さらにその径の20時間以内に桶化し

た胴体はかなり小型で抵抗性の執 ･個体群がえられ る
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ためである｡なお堆唯の区別はこれゑ おこなわなから

たO供託昆虫としてアカイエカをもちい,供託虫態と

1,で蛸をもちいるこtとの利点についてはすでに長沢12,

によって詳細にし拳引 Lている｡,-

III 実 放 方法

:直径 9cm,孜さ4cm のシャr-I,.に新家の耽皮に稀

釈tl'た襲液 200ccをとL)･これに供試昆虫を10個体,

t-･れ.成虫謝 ヒの有無により生死の別を記銀した｡すな

- わち.致死を判定するtTとつの指標をきめ._この徴候

や あらわれ_るまで実験を蕃匪崩して薬畳 (X)と致死率

(Y)と申開係をしらべたもので,時間はこの場合考慮

:されていないムすなわち率丑致死率曲娘は(.Y-Y)Z=∞

'.の形をとっている｡ ここで.Z--は時間をあらわす｡

宍轡は1稀釈溶液について10回をく()かえし,ひとつ

の弟剤について2組?対数的間隔をもって数段階の逸

皮をえらんだ｡なお無班生理対照区として20区の都合20

0四こついてあわせてその生死を観察しITC｡本実験は
昭和261r17月27日より7月31日にいた〉る5日間におい

ておこな?た･もので,_実験時の水温は 26土loCであ
- つた｡

学､節 16 汝

~る斐故一野 E琴曲投一次変換の計罪方法をml表の結
果に適用して回滞方程式＼

γ-一夕.+-a(x･一方) ∴････(1)

をも主婆,_あわせてこれと圃測旭との間の泊合性にか

んするが試政をおtなった結果を未読すると,約2

-衣のごとくである｡_羊空試験のIJP,の他まいづiLも0･

で⊥致してt∴るとみなしてさしつかえなく,ここに実

一鹸材料および方法ともに満足すべきものであったと,Ql

上考される｡なおここでyは､prol)itにお&.かえた致

死率,夕はその加誼平均で回府税のPoSitionをあら

･わす恒数二軍は梁故の対数で,方はその加試平取 _bは

回倍奴のslopeをあらわす伝教である｡′また sub-

scriptletterとしてしろしたルビーの a,eおよび tTl

･_はそれぞれ allethrin,ethythrin およびmiXture

のそれであることをしめナ｡.

Ⅴ 考 ~察

.IV 実 験 結 果

即 し剤O.稀釈倍率↓(V),(1/V--X(pp"滅 丑)と致 -l
.死率Y(%)との男係を寂示すると餌1式のごとくであ

る｡なお無処理対.qEi区における宛死琴は0%であった ｡ .

まづおlissl'の,軸 梓 をpro-'itにおきか誓 † ･
1Tblcl･'Do主agex(ppm)-mortalityY(%)

(1)Allethrinとethy.thrinのキカの比払

Allethifnとetflythrin の碍力を比較T.るにあた

って,大沢･長沢11)の方法を;.れに通用+.るため♪ゴy

L5.とおいて節2衣にしあした ･allethri n,cthy･.･ヽ
thrin両乳剤の頒丑致死琴曲税二次変換の回招方程式

(2),(3)を

♪--÷ (x-m)~ :･･･(5)

の形にかきかえると/それぞれ .

tableforallc_thrin,cthythrinandtheir1

･to2eombimtionsapp,liedinwater′emulsionstopllPaeOfthecommonhousemosquito

(Cul甲 PiL･iensiJar･3･aLZensCoquillctt)bythepetridishmethodofNagasawa.12JAvc-

TagCOf_10tFStS･ ＼

ノ ＼-
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T･lhlc2∴Summ･lryOfdataoEcxpcrimentsforthetoコ【icityofallethrin,ethythriムand

their1to2cornbinntionsappliedinwatPLemulsidnstopupaeofthecommouhotlSe

mosquito(C"tcxI"'L"'msvar･′I,aZte7,SCbqtlillett)bythepetridishmethodoffNigsawa･12,

Toxicant
Regressionequation

y≡夕+a(x-x-)

Allethrin

Ethythrin
Mi.tture

一y｡=4.949J388+3.62365(xa-1.674631)～･････(2)

y8.--5.056790+3.17863(xe一色.662865)--･･(3)

y 巾-4･974136+3･49984(xれ-'2.023010)---(4)I

一
g
･
S

.'1

1∂
1-

7

0

0

3

5

5

だU

~~~一･.~~.I..ー

Toxicant
Probahility
inx2test

Py pvaarratf,-;,Eeeroy日 吉tiarr･i;m:ebCt,ecrOi

Allethri∩

Ethytllrin
Mixture

0.53734

,0.85971

0.42107

I,♪a売品 (xd-1;69043) :･-(6)

I♪e〒 品 (xe12･161499) -･･(7)

となる｡ここでタはGaddu血,7JHemmingsen8)など

のいう正親相当桐遊 normileqllivalentdeviation,

N.E.I)こ.で,dli変換された抵抗性の正加分布曲税の ･̀･

一標準何監 すなわち 1/b-にあたる｡そ･してmは中央一
致死斑 討旨乱 すなわち供託昆虫の50%を死にいたら

しめる環丑の対数である｡つぎた Qにかんするが試
ヽ

Table3.Absolutetoxicitiesofallethrinand

鹸を Bliss℡)の式

202- まくb()baalb;)(2b)｡ --(汚し

によっておこなう阜･_2'20=3･45667>3･841(a-1)と

なり.Prの位は 0･06498で､0･0.3よt)も大きぐ,何

回信組 ま抽出訳正の範囲内で平行とみな.しうる｡それ

ゆえ普通は同府跡トの訳左のT3i少である~LD-50の

点において比較すればことたりるけれrども, 2.2 の

P,ゐ矧 まかろうじて10.0.-I.より大きい程度であるか

ら,_大沢 ･長沢H)の提案にしたがってその.3攻め点の

ethythrlntopupaeofthecomT血nhouse_∴

mosquito(Culexpl'bieus'va'･paZtensCoquillett)whichwascompute-dfollowingthe-加r-
mulatiopproposedbyOhsawaand･Nagasawa･]4)

､ Formtllation ' l Allethrin l Ethythrin

Table4.RehthetOXicitiesofethythTintoallethrinwhich/
lVarSCOmplltedfollolVingtheformuhtion･proposedby~

ohsawaandNag;tsawa..14) '

比較をもあわせおこなうこととする｡

I■軍?'両者の絶対才物 ELEtこかんする

諸項の数値を計罪してかかげると節

3表の亡.とくである｡

Iy3ぎにal_lethr叫 こたいすもe!hy-

thri.nの相対有効度を計算して表示

すると那4式の=こと.くである｡

これより前述の匂方をもってする
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乳剤の形において位mLた場合の7･カイェーjbの揃にた

いする ethythrin′の窃力は.50,?o'致死の点において

9･0千分の巧allcthr王nの 0.ll.1倍, すなわち

99.87% ▲致死の点に'ぉいて比較した場合は0.085flB,
すなわb'H.76分の1の詩力しかもたないと山 ･えら■

オ1:ち?

(2)Allethi;nと ethythrinの連合作用｡

前節において ethythrinのtEml;JJは al.lethrinのそ

れよりもはるかにおとる結果をえたが∴ちぎにこれら

ふたつを況fljした吻谷の迎合作用私 宅を,IFinney6卜

の方法によって検討してみたいO実験は alleth'rin1

+ cthythrin2の刺創こ混合したものを同｣の処方l
によって10%乳剤とし,これを放浪虻に稀釈して前節-

のそれと同時におこな′わたが,その結果は約2衣4行

口に封的されているO

ま?'alle.thrinと.ethythri!事をそれぞれ-Fl違独の乳

剤としてももいた場合の,結果についてb/とめ允(2),

(3)式をさらに.

y-a+blogX ､ ∴･･(9).

の形にかきあらためるとつぎゐようになる;･

y付-qd+a,.log,X,1
-ll.128918+3.62535logXn ･･･.(10)

.y,-a.+a.loglX.-

･--3.407467+3.17836●logXe ･･-(ll)

前払 こおいてしろした両式の 6-1/bにかんする Iz雪

印険の結架よE),b,.,bel羊ともに抽出説基の柁田内で

ひとしいとみることがせきるか ら,bLE,beの両者を'

combineL串 b.'すなわち comnTonslopetを計許
しで (10),(ll)式に代入することとするl｡

b-:EwJxr_?Lf.llwwxxY,]ee,.3･34919∫

となり,これを (lOiこく11)式に代入してかきあらた ′

めると.

ya-aa+a:lagXaL㍉ -=-0.､665936+3.34919◆logXa 1-･･(12)

'y竺 二b3.1806;Gf5e.3.34,1,1Q-gxe∴∴ .(13, I

つぎにallt:thrinにたいするpthythrinの relative

potency(相対力価),サ 琴わち Xa/X`を置号 pで

あらわすと,loLgI,(EM ともしろす)はつぎの式を _

もってItgbpL=5?atet_LaT'a言㌍ 〇㌦ .I...(14,

-:.これを計罪すると｡

log.pご(-3･861645+0･665936)/3･34919--0･95417
.I.Ip=0.11u3

- ,なおここ-7:･relativepotenとypは前節においてしろ
,Lた大沢 ･長沢14)の equivale'ムー当ia:eとおなじで

､ある.ゆえ!こethythrinpある整定は､f'-0･11113を

それにかけるこーとによって tallcthrin.相当頻止すな

-わちallethr.lnequil･alentdose(Martin,).】)大沢 ･･

長沢TJ))に酌灸することができる｡すなわち

ye-a,.+alog(pX.) ･･-(15)
l

一方混用乳剤の池既致死率一次変換の回田方程式

(4)をゞ前者同様(9)式の形にかきあらためるとつぎ

Table5.Summaryofresultsfor1t'02miⅩture､ofalletllrinand･ethythrinoilsolution.
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のエーになる｡.
y巾占Q恥十b仇log
X
..

≡I2･
106076+3'･4998
41ogX･ふ
.
I･-(16)

つぎにまづ計井の紬取を炎にしめして,
それからそ

の計罪過班を詑nJlする方法によって考窮をナナめるこ

･ととする｡

.
節6炎は由合乳剤･,=ついてえられた実
験結果のpr6-
h王tと,
譲合作用がinqependentjointaction(独

立迎合作用)であると仮定したとき
.
と,s
i血ilar･)･Oi
ht

action'(相同迎合作用)であると仮定したとき,理
論的

に期待されるtprobitとを比醸したものである｡節1,
･3,
4
,
6例は約1表にしるしたものを朽記したもので.
約6列のobservedprobitはmor'talit少にたいす

a:pTobitを如､らひいたも
あせある｡
節7列の迎合

'作用がindependentjointactionやあると仮定し

たときのeXP!eted'probiiを計許する過程&
'
･
約1

列の苑忠】25ppn7の場合を例にとってつぎとしめそ

う｡･この混
合乳瓢tall
'
ethrin1′とethythrin2

の割合で混合されているゆえ,
12年ppmはそれぞI
.
t
il
.6667ppmと
由
.33
33ppmの知合になる｡こ0.
対数はそれぞれ1･
619791ぉよぴ1･92082で,与の
数

倍をさきの(12),
(13)式に代入
.
Lてそれぞれ難淀から

廟持されるprobiIをえるこすなわち

y

4--
0.
66-J936+3.34919×1･6L979占
4
･7
5935

y8--3.8616
46+3･
34919Xl･
92･J82-2･5715
5

このprobitに対応する敏光
牢をprobitの表を逆に

ひいてもとめると,
それぞれ40･
5%および0･8%

となる｡
とと右で混合持崩を,
構成するふたつをいまかりに

別々にもちいたとき.
それぞれ供託生物にたいtJで

L'hP,の
致死率をあたえるもあと佼忠すると,･こ
れら

ふたつがたがいにindependent-jointactionの関

係i=おt亘はたらく場合は,_
況悶詔勅によってえられ

る致死率t･はつぎの式をもってあらわしうろことが

Bliss9)によりでのべらlLでいる｡
L･-L･1+♪2-3)lL･2--u7)

そこで(17)式-前に
.
Gとめた40･5%,0･
8%のふたつ

の数倍を代入して♪を計算すると

タ=0.
405+0.
008-0･
405×0･
008-0･
40976

となり40･9
8%の政争辞が理論的に榔寺される｡こ叫

に対応するprohitをジ紬､らひくと4･7725である｡一

節75
/07'紺はこうしてもとやたもので,
前列の対応

するobs9rVedprol,itにくらづて大体においてすく

ない｡よってTq
耕況lTJの劉矧t'indepen(一entjoint

.l
lctid'nの形式をと
ちないと枯:指される｡
一

っぎにsihlilarjointactiotnであると促起した場

合を･yl,･解してみよう｡いま
混合乳剤を捕成するalle-

_I

thrin,ethythri占2和郎 )況合比を汀a,q'.とすると,

_さきにのべた allethrinequvalcntdo三C.としであ

らわされる混合泣剤のある邦正には, (7,a+PTr.)Xn

の形をあたえることがセきる｡この場公開者の混合比

は 1:2であるから 汀...7T.はそれぞれ 0.33333.0.666･

67である･.｡約2列の-equivalent●allethienはこの

式をもちいて別沸 される｡盲糊例を mikturとの 】25

Ippmにとこ3てしめすと

(汁..+叩｡)Xn- (0.33333+0.u113×0.66667)

×125妄(0.･33333+0.07409)×125-0.40742XlL25

…50･92750ppm工 ､
Lそして混合詔剤の苛力がこの cquiviLIcntdoseのnlt'-ヽ
カとひとし如 tは,′ふたっのむ矧まsimilarlyには'-/

-たらいたということが可価である｡･すなあち氾合Tj剤

からえられる probitがつぎの 'equatio'l_1号上って

筋足されるならば.弼界は,similarlyにはたらいた

ということができろ｡

.y -〒a"+alost(汀q+F'汀e)･X-I ････(18)
ia,"bはすでにも●とめられているから(18)式は

yJ-iD.665936+3.3i919ユogI(汀a+I,汁.)X;ルI

･･-(19).

となる｡(19)式に祁2列の芸知rlを代入して,孤8列Fl

rの similよrjointactionーであると仮定する場合の

expectedpro棚 がえられる.串Lt･.123ppm b切

伽こつLJて計井をおこなってみるとI
叫 -J･665936+3･31919Xlog50･93---0･665936
F+3.34919×1.70696=5.05100

そしてこれらの取舵を満足ナる回田方程式は ･

y,h.≠⊥1.972068+3.細 19logXn ･･'･･(20)

で,さき'の(16)式とほとんどひとしく,大体 allethrin

とethy.thiinは similarjointactionの調係にあー

るというこ′とができるようである;

この仮設と胡潤値とゐ問の適合性にかんする が 試

験の方法は FinneyC)によってつぎのようにしろされ

ていち｡すなわち

･が (.)ヲ∑f(Obscrl･Cd.probit～Expectcd′

lprobit)!×wl ･･-(21)

j2it､に由応する謁4.の係数を Blissl'乃罰 Fisher
,SrYa-tess,の衣からよみとって, これに放夕辞 をも

とめるにあたってもちいた庄山の数をかければもとめ

られ7Jo aTi丑 lq_5ppm の切付こついて計37.例をし.

めすと.冴卓立 125pPIm のときの expected-prubit

に対応する weighting.coefficiFntを式によっても

とめると0.6355である｡供試虫数は 100荘であるか

ら0.6355.×血0-63;55,これがもとむる!0.である｡約

9列Hの数伯はこうしてもとめられる｡nはt:t山蛇で姓

17J
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LJ叫惣語草哩ミ聖ユ所以上中 きよ咋 tや :tきの.,,
L,周測点数,すなわち合計した各個のx2の琴をしめす｡

,1-かし蕪 okJT35uOtO3i/の由 E率がえられる mir

nim.uP:または車 Ⅹim叩 :worki.ngprPbitをも考_
[故にいれて事2試験をおこない,七九を総計した場合

はその数だけ多くしなければならない..

1緋比 125ppm のとき.の.obserl･edprPbitと甲I

pected probit との問の d̀.eviatio?互こかんする 22i

.､軍駿をおこなう計罪例をしめでと･

zL- (5･1257-5･0519)2×63･55-0-07172×93･55

EO･00558×63･,55-0.35588

0抑10抑 lの数掛 まこうIでもとめちfLる｡＼こ1Lを総計 ･

tfT= '

22(Bi.-]4･10885 --(22)･

･がもとむる●x2純級の伽 ･､71-声j鳩 計した加 の数
である｡P,ヲ0.07892で,これはch'an占e●devi左tion

の如月王としておこり与る範囲にはいるところの位で,I

sImihrjoiht.action_であるとする仮設のJ指定は可

m3･Cあると.一万･independ占ntjワin.tac-tiopである阜ヽ
舵n!したとF,その結果について同様の′tPStをおこ

なってみると が(8戸65二由102 となり, その他 まき .

もめて火きくあきちか!こその差に有意性がみとめられ

Indcpcndcntjoiritactibム′とは考えることができな

い｡observedmortalitiesとsimilarjointactio去

の形式を'とると収乱 た場合P prted'ictedmor叫i-

ties と比較すると-,碍執ま後者より若干掛 ･IすLj.わ

ち synergismがあるようであ,Bが,l両者の挙にかん
する が .1試験の結果よりそれは意表のを声数値でな'

く,allethrinと.ethythrizlがsimi1'arlyにはたら, .

くとする仮設はすてなくITFもよいということができる｡ ∫

この園係を図示したものが第1図である｡

FinnQy6･)､tSよってしめされた他やひとつ?方法は'･

混合興卿こ?いておこなわれた実験腿より算出した中.(

央致死弟畳と,-理節約に期待される中央致死典故とを

比較する方法であるやも･つとも一こ叫羊sim.ilari,?i,nt_ L

aftion~であると仮定した場合,1このみ適用しうる方法∵

で,できう.るかぎり嘩 な評価をおこ亘うためにalle一･

thrill,Fthyt.GrinL一声よ,VI両者況周の.3クのものにつ

いてえられた回倍投に共通のregrモモSioncpePilie.nt･

bdを巌 め,∴沖 考もちいて以後?夢祭をおこ_TI声

こ.tが肝変であ与｡ beをもをいると姦式 (】8)時,I

y'i.-ムa+bcLloおく汀a十Ph)+beloglFp ･･て-(23)

と力漕 な蕗すことカ咋 きる｡■一方混合乳剤の実験跡 こ ･

? .I,bme霊 訂 1:g"賢 轡 壷 よ極 る｡
′I

････(24)

すなわちFirl占eyP'の方掛Tf,七 の(23)式もlらもとめ ､

や Ll⊃-50と,後の(24)式からもとめた･LT)I-50と?

差を故定する方法である｡両者甲間の.logLlフー59.の:′
,藍を,いまM叫であらわすと,､(2g),(24)式からMh

はっぎのようにかきあらわすことができる｡了

ふLge,xb.n)

8㌧7-I_.､一●.七三号 ･,.,./ A-,● ′ヽ99

■■/.,//,,. 90去il_ETp

■′/

ン′ノ.
/I;/ ～ ..

.Es ;// '一′■~/′

.a /.'')/I ･貞∫.'/

･i 4･32F･..a♪a I ...'ノ/∴ ~● '諌 t

i.-.//-..L

: / --や /.;.:;I).,I./1 . - / 10 ._

I-'~一＼nSrJ■eー

I,//lp'
// -I . ' ,′̀./../.

J'OB.■ .u : 13､二15 .plJ la._∴2.I. 23ー:25.∴;汀∴ 29 こ 31′一.3.3.:
: _I,1-血 ge.iplP伊rithmi,.3.,

pplieq享n,watPrLLemnlsi.pns.~to.puさそり he:-ofcommQrlhPuseJmo?qllitb(qh7,exGiL,ieTZSVq

串 本亘 qu蕪 t恒 シthbp叫 diSh'm占th6.dot甲ragチSaI,岬 .声o叫circle?end.so1主dli.

mixture･D.ottcdline'S享rnilarjoint今Ctionpre_dict享onformiⅩture,'lbrokenlipc,Iinde-
Penderltjointactioヮprediction-for√mixture.
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Mれ-(L7m-a,A)/bd+ldg(Tra+/,7T｡) ･-･(25)

またここで MnのmrianceはFlnneyO)によっ

てつぎのようにあたえられている｡
V(M･Y･)--〔完 ･竃 三･鴇 誓

･f"･･,7ふ･y-d-(〟"･PW瓦I等 主〕

/
で■｢lTコし.■し._

bo℡(7r..+/,Tr.)2 --(26)∑W,,,∑we,∑W".は3回府税それぞれのweight

･ の隠計で,夕a,夕e'夕mは̀probitの加霞平均であるTO

･＼二∴ ㌫ 遥:t㌫蒜…gFn'l芸tl霊慧こ'芸芸孟 宗_誌 ､一
r

, 'の悪衣があるかどうかは公式(26)によってもとめら･'上

れた Mqの γarian-ceを t-Eestにかけて検疋すれ
ばおおむね充分である｡

' 以上の概念を試着がえた夷験指先に迅別して,つぎ

､に考察をおこなってみたい｡､

'combine.a.bすなわち boをも●とめると

亘 'lqqS三:I'll謡,':.+静 PS_･牢

でそのvarianeeV(bo)-は
一 一UV(bc)- ･己0.089698

/

1である｡beをもちいたallet.hrin,ethythrinおよ

び血ikfur主にかんする3つの同情方程式は,それぞ

れつぎのようになる｡
＼ yL'--0.752317+3･40077logX,, --(._n)

ye--3.998995+3.40077ユogXe ････(28)

′yM=-1･935656+3･40077logX". ････(29).

alle-thrinにたいする ethythrinの r;1a巾,e plot-

encyおをききの(1,4)式にiE)計罪すると

お-logp≡(-3.mi 993加.752317)/3.40077
占15.246678/3.40077三-0.951686
M の standarderrorSMはCotckran4)によって

.?ぎの■ような式があたえられている｡
sir-.J毒 癌 J前 -

--(30)
.1

なおこれはGaddurh7'の公式(10),Illis旨2,の公式

(33)乃至KnudsenI&CurtJ'sIO'によっ.{もし考され
ている｡

公式(30)によっICS.I′をもとめるとSJl=0.0223

6となる｡ゆえに,

Mか0･9516S6土0･02936 --(31)

準 l̀tI

p-log-lM-0･11100土け･00:･71~ -･･(32)

なおこわrclatit'･epotency/･'ost.lndArdeTrOrはlog.'10Xlog~lMxSAl-2.3020×0.11100)く0.022

/

36-0.00571

としてもとめるO. こ ･一 一, lヽ

さきにしろした同宿方程式(275, ('B),(29)からそ-

れぞれ.の中央放死燕丑をもとあらと

allethrin 49.145ppm I

ethythrin ･ノ 442･76.ppm =7

mixture '107･31ppnl

-2J･,ra+I･T.-0.33333+0.11100×0.66667≠恒 0733

-.をさきの(23)式に代入すると
y,,.′--2.07B787+3.40077.logXm_ -∴(33)

(33)式よ'b中火致死射正をもとあると120.65ppm と-一

･なる｡実験値より罪出された況介乳剤の巾央致死雅量-∴

は,-fL碑 の巧剤が相同的にはたらくものと仮定して算

一･出された理論的の小犬致死冴卓皿よりもすくなく,実験

'･脚ま予.3億よ()ち(120.65-107･31)/107･31=0･1243,▲

すなわち 12.43%だけ toxicであるということがで

きる｡ところで..ここでみとめられた12･43% という ~

synergisticaction.は,はたして統計Flt'的に恋我の

ぁる数位であるかt･うかなさきあく23),(26)式によっ '

て検定すると,

MnF･0.03091土0.02062

となり,simi 1.1rJ'ointac.tionであるとみとめるこ ー

とA/･.耶巨であるJ )

vI由 要

ァj;ィよカの輔にたいするallctl11rinとcthythrin

b)効力を長沢]2'の))舷によって宍飲助対した結凪 .
allethrinに'(らべてethythrinは約10分の1の効力

/十かもたないことをしった｡なお棚 を況mした場合
の沌伽乍用様式をFinncyC'の方法にようで統計学的 ~

ことをしった. ､
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Rdsum丘 -丁

I.tT hetoFicityofallethrin (Allyl_ho-n7010gule
L OfcincrirlI)to.pupaeofthecompTo,nhouse,mo苧
_ quito (CuZci/PipL'eてS.Va;･PaZtenslc oquillptt)
､WhenappliedLinwater emulsionw asproved

J-approximJately10timesast6Ⅹic asethythrih

-(ethylhomologサ of cinerlln I)･一From th轟 st

..rcsults′ofl̀to2血ixtureLofalleihrlna'ndcthy-

thrin itwaslconcludedthai thesetwlotoxic-

ant主､act~similarly'tom osqllitopupa･′'.

OnthethockD_ownEffectofSo-calledPyr'ethrinsandAllethrinCoating虹os-

qtlito'cideIncensetoAdtLltsofthe＼Common'IIotlSe Ⅱosqtlito(Cutex坤 ,'e72SVd'･/
L･alZensCo'quilZelE). Studieson-theBiologicalAssaybfInsecticides.XVII･Sumio

N Ĝ̂ŜWA,Yo!hioIKATSUDA,_Akira/OKAL!0:T?･a'ndAlinoruO･fOHO(TakeiLiborat.ory･
TnstituterforChemical'Research,KyotoUniversity･.TakLatsuki,∫Ohsaka)･ Received

sep･払 1951;Botyi-Kagaku16･カ6･1951･′1-ithEhslishresume･181?i. ′

31･'pyreihrinsと AtI8如 inを塗布'した放 電線香のアカイ才力の成虫を落下仰転

せしめる効和 こつ.いて｡殺 虫剤?生物試虫 にふんする研払 革17報.長沢絶大 ･勝由純

郎 ･岡本晶 ･大野払 (京都大学化学軒先折武居酔究B).26･9･13･,.受弘一.＼

1-yrethrinslong/10g内外を合有する素地に 350

mg/10g担蛇の pyreth-riJs石油液を塗布すること･

によって 35mg/10g内外に珪せしめた蚊香は .よく

55mg/10g松蛇の普通の放牧映香湖品に世数やしやう

るというごとはまえ衰えからいわれてきているが,こl

の祁実をうら?'ける報街の矧 羊いまだこれをみない｡

-このmJL'･は,こう.し坤 実をたしカ_,毎 ことをもふく

めたつぎのことがらを検討する目的に実験し考察した､

結果をのベ串ものである｡すなわち (I)f･yrethrins

塗布は香の有効程度 (2)allethrin塗布映香との有効

皮の比較｡(3)生物試験用昆虫として*/をもちいるこ

との適否｡ I

･なおこの研究は,,その研究費の二⊥部を文部省科学折

死出ならびに純扱研究矧 こあおいだ｡allet叫 巧.を合

成された非上松三托ら.拭鹸試料の化学分析を担当さ

れJ=相即封 紙 ,ならびに数姫の計掛 こ遠沈 された柴

田如 け 蛾にあつく儲憩を炎する次筋であ争｡～

'′lI 実 験 材 料 ･ ､′

(I)ーPyrethrins'ここに頼 ･た pyiethrinsは_

蔭虫菊エキスを _nitroふethanFで抽出し,括髄 鞘

厨を通して精製した-ものでノbenzolR 6J7㌧(昭和18年

11凡 Jj本除虫菊協会におい･IC制定された除虫菊分析

節3法)_に上L)定立した結果は, .pyrethriJnsT,35.

01形,pyrethrinsII,63.30% の渡合物である｡

I(2)Allethrin(aJlyl-cinerin)｡当研究室におい
_lTt;

176 ノ ~ '
../

し√

′ _､言√､

)

'7て合成した dl-Gis,t.ransi混合物で,その純蛇は 96

-97% である｡_

I､(3)兼地紋軍｡普通の市販蚊取扱香与おなじ横披な

らびに方法によって混合製造せられたもので,その組

成は未粉53%,たぶ粉3声%,水分12%である｡･1､魅の

誼立は約2,6･Og.燃盛時間は6時間4略 で.おゝよそ -

～市販品?それとおな℃条件をそなえている{ 一

･(4)塗布の方法｡pyrethrins,allethriヮ ともこれ

_を'･ben.zolで約 9%,7%,5%およti'･.3%の搭枕と1

7-･し∵こね こ克也を1個づつ約 1秒間水平に投打tしてと･し-

りあげ室温において乾燥したものである91_傘の来他
に吸収される benzol溶液の畳tも ′大体 2芦であっ

た｡塗布映香に_吸着された有効成分含有考は約1炎妨

､4行にLめしたとおりIである｡しかし早め数仙 け べ

､て従来のhenzolp法による分析値をかかげたものであ

るが本法は qllethrin にたいしては適当ではなlTo

これl豆 いては別に報告するiまづであ考｡

~(5)7カイエカ･Tt虫｡供託昆虫としてもちいたア?,

イエカの成虫は,高槻市内の排水熟でその師を採兆し,

実験室内で羽化せしめたもので,.羽化校1乃至2郎 口

をつたものである｡

Itl 実輸装置 および方法 ､･

て1)実験宅臥 J上下に一2個のガ亨ス裂の円盤をもつ

在筏 20cm滞 さ 43cm (内容杭的 15.5.L)の肉厚ガ

ラス判円筒で,円蛙との間に!まゴムノ)'ツキツゲをはさ

~~んで気熱 こした｡下方の円盤の中央に混在5cm のすL


